
愛知国際病院は地域の健康を守る病院として、開業医の先⽣⽅と連携した医療資源
の活⽤に努めています。当院の医師、部門などの基礎情報としてご利⽤下さい。
◆医師紹介◆
■ 内 科 ■ 名 誉院 ⻑ 鳥飼 勝隆 とりかい かつたか

専 門 分 野 内 科 、膠 原 病、 リ ウ マ チ
経 歴 1961年 慶 応 義塾 ⼤ 学卒
学 会 / 研 究 会 日 本 内科 学 会（ 登 録 医 ）、日 本 リウ マ チ 学 会（ 登 録医 、 指 導医 ）、
専 門 資 格 日 本 感染 症 学会 （ 指導 医 ）、 愛 知県 医 師会 難 病 相 談室 膠 原病 担 当 医
治 療 ⽅ 針 総 合 的な ⾒ 地か ら の 診 断を 。 でき る だ け少 な いお 薬 で 治 療を
モ ッ ト ー 診 療 に当 た って は 先 ⼊ 観に と らわ れ ず 、新 し い経 験 を 重 ねて い きた い

■ 内科・ホスピス ■ 理 事⻑ 井手 宏 いで ひろし
専 門 分 野 内 科 、在 宅 医療 、 緩 和 医療
経 歴 1983年 昭 和 ⼤学 卒

愛 知 県医 療 法⼈ 協 会 会 ⻑、 愛 知県 病 院 協会 理 事、 日 本 内 科学 会
日 本 在宅 医 学会 （ 認 定 専門 医 ）、日 本 緩 和 医療 学 会(暫定 指 導医 )
日 本 ⽼年 医 学会

治 療 ⽅ 針 そ の ⼈ら し く⽣ き る こ とを ⽀ える 医 療
モ ッ ト ー 協 働 、協 ⽣

■ 内 科 松本 健 まつもと けん
専 門 分 野 内 科 、内 科 ⼀般 、 ⼼ 療 内科
経 歴 1982年 名 古 屋市 ⽴ ⼤学 卒
学 会 / 研 究 会 ト ー タル ラ イフ 医 療 研 究会
専 門 資 格 精 神 保健 指 定医
治 療 ⽅ 針 ⼼ と 体の ト ータ ル な 改 善を め ざす
モ ッ ト ー よ く 聴か せ てい た だ き 、気 持 ちを 受 け とめ た い

■ 内 科 ■地域医療連携部⻑ 宮﨑 雅 みやざき まさし
専 門 分 野 在宅医療、内科、消化器内視鏡、⽣活習慣病（糖尿、高血圧、高脂血症な ど）
経 歴 1998年 信 州 ⼤学 卒
学 会 / 研 究 会 日本内科学会（認定内科医）、日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）、
専 門 資 格 日本呼吸器学会、日本消化器病学会、日本糖尿病学会、日本静脈経腸栄養学会

外来、病棟、在宅医療、施設往診まで、地域高齢者医療の最前線に⽴って い
ます。治療で迷うことがあればいつでもご相談ください
”いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさ い”
（ 新 約聖 書 テ サ ロ ニ ケの 信 徒へ の ⼿ 紙 ５ 章１ ４ 〜 ２ ８節 ）

■ 内 科 川口 レオ かわぐち れお
専 門 分 野 内 科 、熱 帯 感染 症 、 海 外渡 航 者そ の 他 の予 防 接種

1997年 名 古 屋⼤ 学 卒
2005年 ロ ン ドン ⼤ 学 衛 ⽣ 学・ 熱 帯医 学 ⼤ 学院 ︓ 感 染症 対 策 学修 ⼠
日本内科学会、日本外科学会、日本公衆衛⽣学会、日本熱帯医学会、
日本 国際保健医療学会、日本渡航医学会、日本旅⾏医学会、
日本医師会認定産 業医、日本外科学会（認定医）、日本在宅医学会

治 療 ⽅ 針 「 病 気 」 を み る だ け で な く 、 患 者 さ ん ⼀ ⼈ ひ と り が か か え る 悩 み や ⽣ 活 環
モ ッ ト ー 境・社会環境にも目を向けられるような医師でありたいと思っています

■ 内 科 水野 聡己 みずの としき
専 門 分 野 内科、消化器内科、がん治療、緩和医療
経 歴 1997年 名古屋⼤学卒
学 会 / 研 究 会 日本内科学会（認定医）、日本消化器病学会（専門医）、日本がん治療認定医、日本
専 門 資 格 緩和医療学会、日本膵臓学会、日本静脈経腸栄養学会、日本サイオンコロジー学会

その⼈らしく⽣きることを⽀える医療チームの中で医師としての職分を果たして
いきたいと思います。

モ ッ ト ー 誠実、真摯
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◆医師紹介◆
■ 外科・ホスピ ス ■ 院 ⻑ 太田 信吉 おおた のぶよし

専 門 分 野 外 科 、消 化 器外 科 、 腫 瘍免 疫 、緩 和 医 療、 各 種内 視 鏡 的 治療
1979年 ⻑ 崎 ⼤学 卒 （第 ⼆ 外 科）
1987〜90年 Memoria l Sloan Ketteny Cancer Center留 学
日本外科学会（専門医）、日本消化器病学会(認定医)、日本消化器外科学会、
日本癌学会、日本免疫学会、日本臨床外科学会、日本癌免疫療法学会、
日本静脈経腸栄養学会、愛知ＮＳＴ研究会、日本緩和医療学会、日本救急医療学会

治 療 ⽅ 針 ど こ にあ っ ても ⼀ 番 納 得の で きる 医 療 が提 供 でき る よ う に⼼ が けま す
モ ッ ト ー 外 科 にと ど まら な い 総 合医 療 を⼼ が け ます

■ 外 科 ■ 診 療部 ⻑ 河村 健雄 かわむら たけお
専 門 分 野 外 科 、消 化 器外 科 、 褥 瘡治 療
経 歴 1984年 名 古 屋⼤ 学 卒

日本外科学会（専門医）、日本消化器外科学会（認定医・消化器がん外科治療認定医）、
日本臨床外科学会、日本消化器病学会、日本消化器内視鏡学会、日本胆道学会、
日本褥瘡学会(認定師)

治 療 ⽅ 針 積 極 的治 療 と緩 和 医 療 の併 ⽤
モ ッ ト ー 軽 い フッ ト ワー ク 、 チ ーム 医 療

■ 整 形 外科 奥澤 継雄 おくざわ つぐお
専 門 分 野 整 形 外科 、 リウ マ チ 診 療
経 歴 1992年 福 井 医科 ⼤ 学卒
学 会 / 研 究 会 日 本 整形 外 科学 会 （ 専 門医 、 スポ ー ツ 医、 リ ウマ チ 医 、
専 門 資 格 運 動 器リ ハ ビリ テ ー シ ョン 医 ）、日 本 リ ウ マチ 学 会（ 専 門 医）

患者さんに⼗分な説明をした上で、過不⾜のない標準的な治療をこころが け
ています。特にリウマチの治療については、専門的な治療を維持できる よう
に日々知識の習得に努めています
“何事でも、自分にしてもらいたいことは、ほかの⼈にもそのようにしなさい”
（新約聖書 マタイの福音書 ７章１２節）

■ 小 児 科 井手 初穂 いで はつほ
専 門 分 野 小 児 科
経 歴 1983年 昭 和 ⼤学 卒
学 会 / 研 究 会 日 本 小児 科 学会 （ 専 門 医 ）、 外 来小 児 科 学 会、 小 児ア レ ル ギー 学 会、
専 門 資 格 小 児 保健 協 会
治 療 ⽅ 針 家での正しい看病と必要最小限の薬による治療、わかりやすい⾔葉での説 明
モ ッ ト ー ⼦ ど もが 恐 がら ず 、 親 の不 安 を減 ら す こと を めざ し て い ます

■ ホ ス ピス 大村 浩之 おおむら ひろゆき
専 門 分 野 ホ ス ピス
経 歴 1989年 防 衛 医科 ⼤ 学校 卒
学 会 / 研 究 会 日 本 緩和 医 療学 会
専 門 資 格 総 合 内科 専 門医
治 療 ⽅ 針 医 療 ⽤⿇ 薬 など に よ る 苦痛 緩 和
モ ッ ト ー ホ ス ピス ケ アチ ー ム の ⼀員 で ある 医 師 とし て の役 割 を 考 えて ⾏ 動す る

■ 神 経 内科 寳珠山 稔 ほうしやま みのる
専 門 分 野 神 経 内科
経 歴 1986年 名 古 屋⼤ 学 卒
学 会 / 研 究 会 日 本 臨床 神 経⽣ 理 学 会 （評 議 員） 日 本 神経 学 会（ 認 定 専 門医 ）

日 本 内科 学 会（ 認 定 医 ）、日 本 ⽣体 磁 気 学 会（ 評 議員 ）、 日 本⽣ 理 学 会

当院の病棟は、⼀般病床10:1（30床）、地域包括ケア病床（22床）、緩和ケア病床（20床）という構
成になっています。患者様の状況、状態に合わせ、急性期から亜急性期、準慢性期にわたる時期の患
者様を受け⼊れる機能が充実しており、各種リハビリテーションを通して機能を回復し、退院に繋げ
ます。更に、付属の⽼⼈保健施設愛泉館を経て在宅復帰を⽀援する体制も確保しています。
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◆部門紹介◆
部 門 特徴やポイント 主な業務内容など

○迅速に結果報告します 【実施検査】
○多面的・専門的に診断をサポートします ○超音波検査(⼼臓、頸動脈、腹部、乳腺)

臨床検査科 ※脳波は専門医が読影 ○⼼電図（負荷ECG、ホルターECG）、PWV）
○乳腺エコーは⼥性技師が対応致します。 ○脳波 ○肺機能 ○眼底 ○血液⽣化学
○紹介受診患者の撮影・画像を提供します 【撮影機器】

放射線科 ○撮影機器・画像はデジタル対応となっています ○X線（CR）、X線TV（DR）
○PACS導⼊済み ○ヘリカルCT ○外科⽤イメージャー
○病棟に薬剤師が常駐し、薬の管理を⾏っています ○病棟薬剤業務実施加算実施施設
○⼊院患者様の持参薬・処⽅薬の確認は薬剤師が⾏ ○無菌製剤処理実施（抗悪性腫瘍は

います 閉鎖式器具使⽤）
薬剤科 ○投与量・経路・併⽤・本⼈の⽣活スタイルなどを ○特定薬剤治療管理（薬物濃度を解析、

考慮し、医師や看護師と相談の上、患者様⼀⼈ 薬物投与計画作成）
⼀⼈に適した形で調剤を⾏います ○抗がん剤の治療計画・実施に医師、

○注射薬は、末梢点滴含めほぼすべて無菌調剤を 看護師とともに参画
⾏っています ○医療⽤⿇薬の適正使⽤への取り組み

○⼊院患者様の病態に応じた⾷事提供を⾏ってお 【外来指導】
り、特に⾷欲不振者、摂⾷嚥下障害者には個別対 ○⽣活習慣病、糖尿病、脂質異常症の

栄養科 応します 患者に対する栄養⾷事指導
○ホスピスにおいて終末期がん患者様の栄養相談に ○特定健診時における栄養指導

応じます ○集団栄養指導
○NST活動に参加しています
○⻄洋医学的に原因不明な症状であっても東洋 【鍼治療】

医学的な判断・⽅針により治療を⾏います ○痛みのコントロール
東洋医学科 ○自然治癒⼒の向上による体調維持

○J.F.A.A.（日仏フィト・アロマテラピー協会） 【リンパドレナージュ】
メディカルリンパドレナージュ認定講師が ○上下肢のリンパ浮腫
施術します ○術後のむくみ

【リハビリテーション施設基準】 【理学療法（ＰＴ）】
運動器Ⅰ・脳血管Ⅱ・呼吸器Ⅰ ○歩⾏訓練など基本的な動作の獲得と
がん患者リハビリテーション 障害予防（ロコモティブ・シンド

ローム）
○けがや病気の後に⽣じる⼼身機能の低下に対し、 ○呼吸リハビリテーション

社会復帰、家庭復帰への⽀援をします 【作業療法（ＯＴ）】
○関連施設（⽼⼈保健施設『愛泉館』、訪問看護ス ○作業を通じて残存能⼒や自助具を活か

リハビリ テーション『えまい』）のリハビリと連携し、 し、その⽅らしい⽣きがいのある⽣活
テーション科 患者様の⽣活をトータルにサポートします の⽀援

○ホスピスにおいても必要に応じてリハビリ治療を ○日常⽣活動作の獲得
⾏い、その⽅らしく過ごせるお⼿伝いをします

【⾔語療法（ＳＴ）】
○失語症、構音障害、吃音などコミュニ
ケーション障害へのアプローチ

○嚥下評価（ＶＦ検査）・訓練・指導
○⾔語障害、発達障害のあるお⼦さんの
評価、発達⽀援

○担当医師、メディカルスタッフとのカンファレンスを毎日開催し、在宅・療養⽣活を
⽀えるネットワークづくりを⼤切にしています

外来/⼀般病棟 ○患者様だけでなくご家族にも丁寧できめ細やかなケアを提供します
ホスピス ○新⼈教育、プリセプターシップ、クリニカルラダーなど職員の能⼒開発および育成を

目指しています
○地域に根ざした全⼈的看護を提供します
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○Major⼿術時には⼤学病院から医師の応援体制あり ○年間⼿術件数 約100件
○胃癌・⼤腸癌⼿術、肝腫瘍切除⼿術、胆のう摘出術、総胆管切開結⽯摘出術
○痔核・痔瘻⼿術、ヘルニア根治術（鼠蹊・⼤腿・腹壁）、虫垂炎⼿術、イレウス⼿術

⼿術部 ○下肢静脈瘤⼿術、乳がん⼿術、甲状腺腫瘍摘出⼿術
○整形外科⼿術︓四肢の骨折観血的⼿術、リウマチの⼿術（関節形成術、滑膜切除術）
○アキレス腱縫合術、⼿根管開放術、腱鞘切開術など
○CVポート埋め込み⼿術、胃瘻造設（内視鏡・開腹下）
○PTCD、PTGBD、⾦属ステント埋め込み術（⾷道、胃⼗⼆指腸、結腸、直腸、胆管）
○経⿐内視鏡検査︓「極細径スコープ」使⽤ ○GTF （年間 約320件）
○内視鏡腫瘍摘出術（胃・⼤腸） ○CF （年間 約120件）

内視鏡室 内視鏡的ポリープ切除術 ○PEG造設 （年間 約4-5件）
○内視鏡検査では、痛くない、苦しくない、安全な ○その他 （年間 約20-30件）

検査を⼼がけています
①近隣医療介護福祉施設との連携を積極的に 【相談内容】

進めていきます。 ○⼊転院、退院相談
②⼊退院相談の窓⼝になり、安⼼して過ごせる ○在宅医療、訪問診察に関すること

地域医療連携部 療養環境をサポート致します。 ○⽣活保護等経済面の相談
③⼊院、在宅を問わず患者様、ご家族からの様々な ○介護保険、身体障害者⼿帳申請等

相談に応じます。 制度に関する⼀般相談
④訪問診療を訪問看護ステーションと連携を 相談電話番号 0561-73-9179

とりながら⾏い、在宅療養⽣活を⽀えていきます。 ⽉〜⾦曜日 9:00〜17:00 ⼟曜日 9:00〜12:30

○医療安全管理委員会
委員会活動 ○感染対策委員会（地域連携︓愛知医科⼤学病院、藤⽥保健衛⽣⼤学病院、名古屋記念病院）

○褥瘡対策委員会 ○NST委員会（NST教育認定施設） ○接遇患者サービス向上委員会
○院内研修委員会 ○防災対策委員会 他

地域住⺠の健康促進 ○健康セミナー ○糖尿病教室 ○⼈間ドック ○企業健診 ○予防接種

《外来診療⼀覧》 2017年12⽉現在
⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ＜診察時間帯＞

AM PM 夜 AM AM PM 夜 AM AM PM 夜 AM 午前 9:00~12:00（受付は11:30迄）
内 科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午後13:30~15:30（受付は15:00迄）
外 科 ○ ○ ○ ○ ○ □□□□ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 夜間17:30~20:00（受付は19:30迄）
整形外科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※受付開始時間は診察時間のそれぞれ30分前です
小 児 科 ○ ○ ○ ○ △ □⽔曜日午後の外科は⼿術のため休診する場合があります
皮 膚 科 ○ ○ △⼟曜日の毎⽉第２週目、小児科は休診いたします

《アクセス》
＜名古屋⽅面から＞
名古屋駅から市営地下鉄東⼭線で伏⾒駅へ。鶴舞線⾚池駅
で豊⽥市⾏きに乗り換え、⽶野⽊駅で下⾞、タクシーにて
約５分（⿊笹駅からは徒歩15分）

＜豊⽥⽅面から＞
名鉄豊⽥市駅より名鉄豊⽥線にて⽶野⽊駅で下⾞、タク
シーにて約５分

＜⾞の場合＞
ナビで愛知国際病院を検索
お尋ねになる場合は「愛知牧場」を︕

医療法⼈財団愛泉会 愛知国際病院
〒470-0111 愛知県日進市⽶野⽊町南⼭987-31 TEL︓0561-73-7721 FAX︓0561-73-7728

http://aisen-kai.jp/ （モバイル対応しています）

2017年12⽉現在の情報が掲載されています

（東名三好）


